
花栗 集落実態調査 まとめ

○自分が思う一番の理想の地域像

・自然を残し、定住者を増やす！
・農作業できる人を増やす
・Ｕ・Ｉターンを増やす！
・10年後もみんな元気
・夕日スポットを作り、ＰＲする
・花栗を１つにする（門、瀬戸、協和）
・食文化を残す
・ホタルドームを作る（養殖）
・飯南病院24時間対応
・24時間使えるヘリポート整備
・管理された田園風景を残す
・農家レストランをして人の流れを作る

○理想に近付くために必要なものは？取組みとは？

・住民の自然観察会
・草刈イベント
・女性に農業に係ってもらい男性を集める。
・地域づくりの中心的立ち位置部会（リーダー）

・半農半Ｘの実践
・野菜や営農組合の米を作り、売る
・ＷＷＯＯＦ（ウーフー）の活用
※旅行者の活用（労力になってもらい、対価は宿
泊場所で支払うシステム）

・創意工夫をし、ないものねだりをしない
（あるものの魅力を再発見）

・『ばんじまして花栗』へ他出者を招待
・他出者のメーリングリストを作り情報発信
・草刈り

地域づくり部会

個人でできること

花栗振興会（ぜんたい）

・みんなで集まる場づくり
・ばんじまして花栗ミニの開催（月一回）
・みんなで子育て
・笑顔自慢大会
・ご近所さんを気にかける取組み

健康づくり部会

・川の清掃活動（水の保全） ・星空と雪を活用（観光ＰＲ）
・花栗1本で女性の活動を開催する。 ・女性リーダーをつくる
・営農組合の統合 農事法人『花栗』誕生！ ・夕日スポットをつくる（カブトムシトイレ）
・葬儀組合の創設 ・国道沿いに農家レストラン
・ノミニケーションの開催（交流の場づくり）・耕すシェフ制度の導入
・みんなで日帰り旅行に行く（バス旅行）

☆行政には依存しない地域運営を目指す！
でも補助金等は活用し、試験的なことには利用する。

行政でないとできそうにないこと

・国道沿いに農家レストラン
・耕すシェフ制度を導入
・Ｕ・Ｉターン者の居住スペースの確保

○実際に取り組んでみたいこと

やってみたいことベスト３

１．ノミニケーションの場づくり
（多世代の交流の場づくり）

２．自然を活かしたイベント
（夕日スポット、とろへい、雪、星）

３．花栗一本化！
（協和、瀬戸、門の一本化）



花栗地区 理想の地域像に向かって進んでいくためのタイムスケジュール

Bグループ 【すぐに出来そうな事】

（～1年位）
・花栗振興会の地域作り部会の青壮年部が
昔の「とろへい」に代わるｲﾍﾞﾝﾄを行う

・今年振興会予算増分を若い方が有効活用する
・半農半ビ（物販ビジネス）

（３年位～）
・行政等に依存せず、地域力を高める
・振興会の地域づくり部会を活用
・助成金を頂きﾉﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの場を持つ（話合い）

（５年位～）
・皆で日帰り旅行する（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図る）
・地域の資源を再発見するための研修会開催
・自然を残すのに川の掃除、不要竹林の伐採
・花栗一本（農業組合法人、葬儀組合の組織他）

（１０年位～）
・小さな集落では体力がないので、公民館単位で
・水源の山をきれいにする
・水源確保、少なくなっている、水の溜池を作る
・花栗川の河川改良しﾎﾀﾙの住みやすい護岸築造
・すばらしい自然の確保が基本（住民の理解）

【時間がかかりそうなこと】

Aグループ 【すぐに出来そうな事】

（～1年位）
･ご近所さんを気にかける
・半農半ビ（物販ビジネス）
・住民の自然観察会
・笑顔自慢大会

（1年位～）
・草刈りイベント（町外からも）
・ばんじまして花栗ミニ（月1回？）
・ウーフー（WWOOF)
・みんなで集まる（大人も子供も）

（３年位～）
・すばらしい自然のPR（夕日･ﾎﾀﾙ･文化等）
・みんなで子育て

（５年位～）
・若い女性が農業すればおじさんも参加する

（１０年位～）
・新築の空き家を残して行ってもらう

【時間がかかりそうなこと】

Cグループ【すぐに出来そうな事】

（～1年位）
･「ばんじまして」に帰っておいでと誘う
・花栗出身者ﾒｰﾙﾘｽﾄ（情報発信）
・草刈り

（1年位～）
・女性ﾘｰﾀﾞｰ（を育てる）
・星／雪を見せる工夫
・U／Iターン者(後継者)
・夕日ｽﾎﾟｯﾄを作る（ﾚｽﾄﾗﾝﾌﾞｰｽ）

（３年位～）
・やまなみの反対側に農家ﾚｽﾄﾗﾝ
・耕すｼｪﾌ
・ＵＩﾀｰﾝ者の住居を作る

（１０年位～）
・大きいｽｰﾊﾟｰを作る
・職場を増やす
・希望の職業

【時間がかかりそうなこと】


